
中野 裕弓  東日本大震災 チャリティー講演会 
「大変な時期を乗り越える心の持ち方・日々の過ごし方のヒント」 

２０１１．３．１１ 東日本大震災  

未曽有の大災害の日から、メディアを通じ震災や発電所の恐ろしさを目の当たりにしました。 

でも・・・ 

被災地から遠く離れた私たちにとっては、それまでの日々と変わりない日常が経過しました。 

一方、被災された方々は、苦しみも悲しみも現在進行形で、先が見えない不安を抱えていらっしゃいます。 

今、私たちに何かできないか・・・という思いに中野裕弓先生が応えていただけました。 

この講演会の収益は、東日本大震災の復興支援金として寄付されます。 

 

幸い私たちは大災害に見舞われることはありませんでした。 

変わらぬ日常をおくれることに心から感謝し、 

この大変な時期を乗り越える心の持ち方や日々の過ごし方のヒントを学びましょう。 
 

日     時 ６月１２日(日)  １４時００分～１５時４５分 

 

場     所 ピアザ淡海 県民交流センター２階２０７号 

         〒520-0801 滋賀県大津市におの浜１丁目1-20 

         ☎077-527-3315 

参 加 費 3,000円   【当日受付にてお支払いください】  

 

定  員  100名(お申込み順) 

 

お申し込み先   (株)エーグッド滋賀 

           メール info-s@a-good.co.jp 
お申し込み方法 

メールにてお名前・ご住所・連絡先電話番号・参加人数をご連絡ください。 

折り返し詳細をお知らせします。 

 

主  催 大震災チャリティ講演会in大津・実行委員会  (代表:岸本幹都子 090-5886-2215) 

協  賛 株式会社エーグッド滋賀   

ソーシャルファシリテーター 

中 野 裕 弓  Hiromi  Nakano 
 

人事コンサルタント、ソーシャルファシリテーター 横浜生まれ。９年間の英国生活を経て、 

東京の外資系銀行にて総務人事、教育研修などに携わる。  

1993年、ワシントンD.C.にある世界銀行本部よりヘッドハントされ、日本人として初めて人事マネージャー、 

のちに人事カウンセラーとして4年余り勤務する。  

1998年、内なる自分の声に従い、帰国して独立。 現在は企業でのマネジメントコンサルティングや研修、 

コミュニケーションカウンセリング、執筆、全国各地での講演など幅広く活躍中。  

ベストセラー『世界がもし100人の村だったら』の原訳者としても知られる。  

最近はソーシャルリース（社会の輪）という構想を打ち立て、世界中の人々が有機的につながる社会の 

あり方を提唱。現在、認定NPO法人・スペシャルオリンピックス専務理事も務める。  

現在は各地で大震災チャリティ講演会を主催している。 

中野裕弓オフィシャルウェブサイト 
http://www.romi-nakano.jp/ 


